












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































るのが、燕ブランドの「SHA RA KU MONO」とい
う商材です。これについては私どものホームページに
詳しく書いてありますので、参考にしていただきたい
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会社で、たまたまそれは女性スタッフが開発したもの
であっただけのことです。
グローバル化というのも同じようなことだと思うの
です。別に国内のマーケットだけで飯が食える会社は
国内のマーケットだけで飯を食えば良いと思います
し、海外に行かなくてはいけない会社は海外に行かな
くてはいけないというだけの話です。
当社の場合でいうと、先ほどご説明したように、ス
ノーピークのユーザーというのはハードコアのアウト
ドアズマンですので、その方々に対して物を造る場所
としてどこが一番良いのかということが全てでござい
ます。例えば、金属加工は燕三条が世界で一番うまけ
れば金物はそこで作る。弊社の製品でもテントか寝袋
のような縫製品は、もう国内に工場がありません。中
国やベトナムに集約されておりす。それら地域の３つ
ぐらいの工場で世界中の有名なアウトドアブランドの
ほとんどが委託生産されています。ハードコアなコン
シューマのために一番向いているので、そこの工場を
選択するわけです。
ですから、どこで作るか、グローバル化するかしな
いか、というのは多分その企業のユーザー層が誰であ
るかによるものであって、学者とか先生方が後でどう
だこうだと言えるのですけれども、それは結果論に過
ぎません。
【本合邦彦氏】
空洞化につきましては今色々お話がありましたけ
ど、スノーピークさんや明道さんのような自社のブラ
ンド力を高めて海外競争に勝つということは対応の鍵
です。そういう対応策、或いは先ほど私がお話しまし
たような国際分業、例えば高度な製造技術力を必要と
するものは日本で、それほど高度の技術力を必要とし
ないものは労働力の安い海外で生産するという国際分
業をどのように作っていくかという視点が製造業にま
だまだ足りないのではないかと思っています。特に、
大手企業に足りない気がします。
人材雇用についてですが、私どもは毎年10数人を採
用しておりますけど、最近、特に力をいれているのは
中途採用です。というのは、優秀な新卒の学生さんを
３年、５年、10年と時間をかけて教育することはもち
ろん大事ですけれども、これだけスピードの激しい時
代になりますと、やはり即戦力という面を重視して、
今、中途採用を極端に増やしております。固有技術と
いうものは、どうしても即座に必要なのです。私ども
の人材採用計画というのは定期採用と中途採用から成
っておりますが、最近は特に独特なキャリアを持った
人、特別な技術や特別なノウハウ、或いは特別な経営
センスを持った人、この時代の変化のスピードについ
ていけるような人材を中途採用しています。そのよう
な人材は全てに門戸を開放しております。
【明道章一氏】
人材のことについてお話させていただきます。私事
ですけれども、私は学生の時からバックパッカーをし
まして、海外30ヵ国ぐらいに行ったことがあります。
大体、海外のどこへ行っても、自分が日本人もしくは
アジア人であるという意識をさせられます。唯一、そ
れをしなくて良かったのはニューヨークですけれど
も、そういう面で逆に、自分が日本人であるとかアジ
ア人であるということをもっと意識した方が良いので
はないかと思います。
グローバル社会の中でこれほどの競争になってくる
と、自分たちが他と比較してどこに強みがあるのかと
いうことを探る意味でも、その辺が非常に重要だと思
います。
ですから、まず外の世界を学ぶ前に、自分たちの地
域とか歴史を学んで、そこから自分が何をすべきかと
いうことを、外の情報も入れて、多角的に考えていく
必要性があるのではないかと思います。
そういう意識を常に持って行動していただければ、
自分たちが持っている潜在力や強みを個々で捉えられ
ることができるし、そういう部分をどんどん伸ばして
いけるでしょう。それを広げていける人材がどんどん
育っていっていただきたいし、そのような人材を輩出
できるのが新潟経営大学ではないのかなと思っていま
すので、学生の皆さんには頑張っていただきたいと思
っています。
【山井　太氏】
人材について若干付け加えさせていただきますが、
グローバル化の中で僕ら日本人が日本人であることに
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誇りを持つことは、国際人として一番大事なことでは
ないかなと思います。学生の皆さんに経営者として望
みたいのは、主体性を持った人間になることです。ど
この会社に入ろうが、自分の頭で考えて自分で価値を
作り出せる人間になっていただきたい。多分、それは
今、日本の企業で一番求められている人材像ではない
かと思います。
【司会】
ありがとうございました。まとめに代わりまして、
私がパネリストのお話を聞いて、感じたことを簡単に
申し上げます。
第１点。この地域には、豊富な人材、技術、情報等
の経営資源があります。しかし、この経営資源を活用
するシステムを再構築しなければならない。今日、ご
報告がございました３社とも、こういった再構築作業
に取り掛かっている感じがいたします。
第２点。この３社の強みは、海外の競争相手ができ
ないことに焦点を当てることにあります。技術力の面
でも消費者との対話の面でも企業間のネットワーク作
りの面でも、海外の相手ができないことをしている面
が非常に大事だと思います。
そして第３点。当たり前のことですけれども、次々
と、知恵を出して、新しい技術を開発する、新しい製
品を開発する、新しい組織を作る、つまり何か新しい
ものを作る努力が欠かせないということを強調してお
きたいです。東アジア等は追いつこうとしているので
すけれども、次々と新しい知恵を出して先に進むとい
うのが、この３社の強みの原点になっている感じがい
たしました。
この３点を合わせて、グローバル化のなかの、この
地域の産業・企業の活性化のモデルと見ることができ
るかもしれません。
これで報告とパネルディスカッションを終らせてい
ただきたいと思います。パネリストの皆さんに大きな
拍手をお願いいたします。
終了の辞を新潟経営大学経営情報学部の落合福司学
部長にお願いいたします。
【落合福司学部長】
新潟経営大学創立10周年を記念いたしましたシンポ
ジウムは、皆さんのご協力を得まして盛大に、有意義
に開催することができました。これをもちまして、終
了いたします。誠にありがとうございました。
